
、
覇嚢

　鍵譲

撚

灘
　翠卓脳　蝕欝灘

隷蕪黙馨懸懸、…

糞灘懸灘欝縣漢脳灘懸醸

購灘聴

灘
懸
麟

灘㍊黛罰箭

茗 灘懸懸鱗…羅韓灘癬蟹

翻

　鵬
灘繋

　
　
　
　
灘
、

　
　
　
織

雛
灘
－
・
醸
、
，
、
．

　
　
灘

　叢舞　鼎　臨國
、N臨

醸
　
　
、
　
寵
・

、
罵

置
慧

懸
、
、

、
逼
、

龍
、
・、

灘
蕪

輝

蝕
　

　
　
灘

、
灘
　
、
黙

謎

苗
、
　
　
　
　
　
群
蓉

、
愚

㌔
　
、
蹴灘

灘

醗

　
、
刷
．

疑

藝
諜
馨
顕

　
　
贈

騰
醸
・
撚

　
護
　
醤

一おもな内容
　
　

　
　

　
　

ク
　
ロ
　

～
　
　
　
～

2
　
　
　
　
　
　

6

　　　　　韻

　　　　き　　　　讐　　　き　　　鑛　　嚢

　　置B　洗箇、　’纈、欝

・
麗
懸

）
㌧
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　　　鱗態

　　　黙　講　欝
　　　鍵　　雛
　　　騒羅

　　　　　羅

．鑛　

講　欝

懸
　　　　欝　　識襲　　　　陀

　　鞭
　　ヤ　　　㌔　　騨購　　鞘国・県支出金271，047千円15．3％
難き

拶繭　　村債70，000千円3。9％

　　　繰入金50，000千円2．8％

　　　地方譲与税41．900千円2．4％

　　　繰越金40．000千円2．3％

響
翻

入
額
歳
総

1，774，086千円

　　　　　認

村税の内訳し
○

自動車取得税交付金34，400千円1．9％

分担金及び負担金33，365千円1．9％

　　　　　その他57，838千円3．3％

麗
続

　
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
が
三
月
十
一

日
か
ら
開
か
れ
た
第
四
回
定
例
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
総

額
は
十
七
億
七
千
四
百
八
万
六
千
円
で

前
年
度
省
初
に
比
べ
O
・
六
％
増
と
い

う
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
村
政
の
基
本
と
な
る
予
算
の
あ
ら
ま

し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
の
主

歳

入

千
五
百
五
十
三
万
六
千
円
で
、

四
十
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
て
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
で
一
千
四
百
四
十
一
万

四
千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
地
方
交
付
税
が
四
億
六
千
万
円

と
、
前
年
度
比
一
千
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
次
い
で
国
・
県
支
出
金
二
億

な
も
の
は
村

税
の
七
億
一

　
　
総
額
の

七
千
百
四
万
七
千
円
で
、
前
年
度
比
九

百
九
十
一
万
一
千
円
減
で
し
た
。

歳

出

歳
出
の
主

な
も
の
を
項

目
別
に
み
る

と
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
業
費

三
億
六
千
八
百
八
十
三
万
一
千
円

　
連
絡
農
道
の
整
備
な
ど
村
内
農
道
の

整
備
、
舗
装
工
事
や
た
め
池
工
事
、
排

水
路
整
備
工
事
等
の
事
業
、
各
種
農
業

団
体
や
土
地
改
良
区
の
補
助
事
業
を
行

う
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
土
　
木
　
費

三
億
一
千
四
百
二
十
八
万
五
千
円

　
道
路
の
新
設
改
良
費
に
一
億
五
千
三

十
万
円
、
道
路
維
持
費
一
干
四
十
五
万

円
、
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
費
と
し
て

七
千
二
百
五
十
六
万
七
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
総
　
務
　
費

二
億
四
千
九
百
六
十
一
万
二
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
人
件
費
、
役
場
庁
舎

維
持
管
理
費
な
ど
、
役
場
の
機
構
全
般

に
わ
た
る
、
ふ
だ
ん
必
要
な
経
費
を
は

じ
め
、
税
務
、
戸
籍
、
選
挙
等
に
必
要

な
経
費
。
ま
た
．
文
化
祭
経
費
や
区
の

運
営
費
補
助
金
、
婦
人
部
の
育
成
費
補

助
金
、
交
通
安
全
に
関
す
る
費
用
や
、

昨
夏
の
台
風
で
荒
れ
た
荒
川
グ
ラ
ン
ド

U
　
）

の
改
修
工
事
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
教
　
育
　
費

二
億
四
千
二
百
五
十
一
万
三
千
円

　
教
育
費
で
は
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

な
ど
学
校
教
育
を
進
め
て
い
く
経
費
や

社
会
教
育
、
社
会
体
育
の
向
上
を
は
か

る
経
費
、
文
化
財
の
保
護
・
発
掘
費
、

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
衛
　
生
　
費

一
億
五
千
五
百
十
六
万
三
千
円

　
村
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
住
民
検
診
は
じ
め
各
種

予
防
接
種
事
業
や
不
然
物
・
ご
み
収
集
、

し
尿
処
理
な
ど
に
必
要
な
経
費
や
負
担

金
な
ど
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
民
　
生
　
費

一
億
三
千
三
百
四
十
三
万
円

　
各
種
の
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め

の
費
用
や
、
老
人
・
乳
児
・
障
害
者
等

の
医
療
給
付
費
、
国
民
年
金
、
保
育
所

運
営
費
、
老
人
セ
ン
タ
i
負
担
金
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
消
　
防
　
費

一
億
三
百
三
十
二
万
五
千
円

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
共
通
経
費
や
消

防
団
の
諸
経
費
は
じ
め
、
消
火
栓
設
置

や
防
火
水
槽
の
新
設
工
事
費
等
を
計
上

し
ま
し
た
。
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（

（

出歳
総
円774

出

％
劣
％
％
勿
％
％
％
％
％
劣
劣
劣
％
劣

圏

％

水
道
事
業

　
本
年
度
の
主
な
建
設
改
良
事
業
は
土

地
区
画
整
理
区
域
内
の
配
水
管
布
設
工

事
で
す
。

　
水
道
事
業
経
営
は
、
こ
こ
数
年
の
低

成
長
、
不
況
等
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し

い
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経

費
節
減
、
合
理
化
等
に
よ
り
、
公
共
福

祉
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
努

力
し
ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
概

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
業
務
予
定
量

　
ω
給
水
戸
数
　
　
　
二
、
三
七
〇
戸

　
⑧
年
間
総
配
量
　
一
、
三
二
〇
千
㎡

　
㈹
一
日
平
均
配
水
量

麗村民1人に使われる

　お金（人口9，833人で計算）

　180，421円
【内訳】

○農林水産業費………………37，509円

○土木費………………31，962円
○総務費………………25，385円
○教育費………………24，663円
○衛　生　費………………15，779円

○民　生　費………………13，567円

○公　債　　費・………・……・10，912円

O消防費………………10，507円
○議会費…………∵一5，756円
○そ　の　他………………4，375円

麗村民1人が負担する
　　お金（人口9，833人で計算）

　　　72，768円

【内訳】

○固定資産税………………33，462円

○村　民　税………………309278円

○電　気　税………………4，653円

　村たばこ
Q、　　　　　………………3，246円
　消　費　税

○軽自動車税………………　675円

○そ　の　他………………　453円

ズヘ

（

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
六
一
六
㎡

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

①
水
道
事
業
収
益

　
↑D
営
業
収
益

　
　
一
億
六
千
九
百
三
十
九
万
六
千
円

　
⑰
営
業
外
収
益
　
二
百
万
一
千
円

　
の
特
別
利
益
　
　
　
　
　
一
千
円

③
水
道
事
業
費

　
④
宮
業
費
用

　
　
　
　
　
一
億
二
千
十
七
万
九
千
円

　
⑰
営
業
外
費
用

　
　
　
四
千
五
百
五
十
六
万
二
千
円

　
　
の
特
別
損
失
　
　
　
　
　
一
千
円

　
　
⑭
予
備
費
　
　
　
　
＋
万
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

ω
資
本
的
収
入

　
　
o
D
一
般
会
計
負
担
　
百
二
十
万
円

　
　
⑰
負
担
金
　
　
四
千
百
万
円

の
資
本
的
支
出

　
　
G
D
建
設
改
良
費

　
　
　
　
　
　
四
千
九
百
七
十
万
円

　
　
⑰
企
業
債
償
還
金

　
　
　
　
一
千
五
百
二
十
三
万
三
千
円

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
疑
§
§
§
§
碁
§
§
§
§
§
§
舅
§
§
§
§
§
§
§

團

国

　
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
に
つ
い
て
は
医
療

費
の
動
向
を
十
分
に
は

握
し
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
億
五
千
四
百

七
十
六
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
歳
出
に
つ

い
て
は
保
険
給
付
費
と

今
年
二
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
老
人
保
健
法
に
と

も
な
う
老
人
保
健
拠
出

金
が
大
部
分
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
予
算
の
内
訳
に
つ
い

て
は
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

保

歳出254，760千円歳入254，760千円

国・県支出金 保険給付費
1，370，030 175，223
千円 千円

53．8％ 68．8％

保険税

102，510 老人保健

千円 拠出金

40．2％ 48，044

総務費 千円

22，951

　千円

18．9％

その他
その他
5，220繰越金
千円10・000

2．1％　千円
　　　　3．9％

9．0％ 8，542

千円

3．3％
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灘　
　
　
　
　
羅
、
、
．
噸
鹸
、
羅

孫
顯
翻
　
懸
灘

嚢翻羅気をつげよう

　交通事故

埼玉県は全国1
　　（死亡者数）

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
に
限
ら
ず
交
通

事
故
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
、
特
に

　
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

◎
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差
点

　
で
の
安
全
確
認
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

◎
安
全
運
転
確
保
、
特
に
安
全
速
度
の

　
励
行
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

1
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

　
昨
年
の
交
通
事
故
統
計
に
よ
る
と
、

灘欝
嚢鱗灘聾華蟹雛罐難譲簸

ます。

紙上匿名はさしつかえありませ

んが、原稿には住所、氏名、年齢

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故

に
あ
い
や
す
い
事
故
類
型
ど
事
故
原
因

の
ワ
ー
ス
ト
5
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
結
果
を
見
て
も
お
分
か
り
の
よ

う
に
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
み
な
さ
ん

は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
歩
行
者
の
注
意
点
】

■
手
を
上
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
る
。

■
止
ま
っ
て
い
る
車
の
か
げ
か
ら
の
横

　
断
は
し
な
い
。

■
斜
め
横
断
や
信
号
無
視
は
し
な
い
。

■
道
路
へ
急
に
と
び
出
さ
な
い
。

■
酒
を
飲
ん
で
ふ
ら
つ
か
な
い
。

　
【
自
転
車
利
用
者
の
注
意
点
】

■
急
な
と
び
出
し
を
し
な
い
。

■
右
折
や
U
タ
ー
ン
の
と
き
は
、
必
ず

　
後
方
の
安
全
確
認
を
。

■
左
折
す
る
大
型
車
に
注
意
す
る
。

■
自
転
車
横
断
帯
や
通
行
の
許
さ
れ
て

　
い
る
歩
道
を
積
極
的
に
利
用
す
る
。

■
乗
る
前
に
は
安
全
点
検
を
。

　
　
　
　
）

「
）

麟1　犠霧囎

　　　　　　　　　　　　　　辮灘

2
、
二
輪
車
の
事
故
防
止

　
最
近
ミ
ニ
バ
イ
ク
や
二
輪
車
で
の
死

傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次
の
こ

と
に
ご
注
意
を
。

■
安
全
速
度
を
必
ず
守
る
。

■
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を
落
す
。

■
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か
め
る
。

事　故　類　型 事故の原因

歩 1道路を横断中 1　走行駐車車両の直前直後の横断

行 2横断歩道横断中 2急な道路への飛び出し

者 3背面通行中 3　左側通行
事 4横断歩道付近横断中 4横断歩道外横断
故 5対面通行中 5信号無視

自 1交差点での出合頭 1　安全運転義務違反

転 H右・左折時 H一時不停止
車
利
用

皿追越し・追抜き時

W正面衝突
皿交差点の安全通行違反

】V横断、転回不適当
者 V追越し V交差点の徐行違反

6
月
1
日

人
権
擁
護

　
　
　
委
員
の
日

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　
日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、
何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基
本

的
人
権
の
擁
護
と
、
人
権
思
想
の
普
及

■
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安
全
を

　
守
る
。

■
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
現
在
埼

玉
県
は
交
通
死
亡
事
故
が
全
国
ワ
ー
ス

ト
一
位
で
す
。
埼
玉
県
で
は
こ
の
事
態

の
打
開
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
す
る
「
交
通
死
亡
事
故

多
発
非
常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
ま
し

た
。
期
間
は
四
月
二
十
六
日
か
ら
五
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
。

2
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
安
全

　
　
確
保
。

3
、
二
輪
車
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
安
全
運

　
　
転
の
励
行
。

4
、
飲
酒
運
薪
、
無
謀
運
転
を
な
く
す
。

　
　
）
　
）
，

高
揚
が
国
家
の
責
務
と
し
て
、
国
民
の

間
か
ら
叫
ば
れ
基
本
的
人
権
を
基
調
と

し
た
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
下
に
、
昭
和
二
十

四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
閻
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

　
人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分

だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
人
権
は
共
存
す
る
も
の
な

の
で
す
。

　
お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
達
の
願
い
で

す
。
　
全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
励

む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
街
に
は
江
南
村
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

　
住
所
江
南
村
大
字
小
江
川
八
七

　
　
　
　
　
一
番
地

　
氏
　
名
　
岡
部
　
正
次

　
電
　
　
話
　
　
36
1
0
七
七
一
一

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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Bブロック
優勝・千代

2　1
優
勝
は
成
沢
と
千
代

　
ご
婦
人
の
運
動
不
足
を
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
よ
っ
て
解
消
し
、
健
康
維
持
を
は

か
る
た
め
の
、
字
別
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
、
五
月
一
日
村
民
体
育
館
で

十
三
チ
｝
ム
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
の
夜
問
練
習
が
み
の
り
、
力

　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
柴

　
　
　
0
　
　
　
　
1
　
　
　
樋
春
北

　
　
　
　
　
20

Aブロック
優勝・成沢

2　1　0

22－0

2101122

210

0匿22厨0

　
塩
小
江
川

下
押
切

板
　
井

千
　
代

上
新
田

上
押
切

三
　
本

須
賀
広

樋
春
南

成
　
沢

（

（

開会式のもよう

の
こ
も
っ
た
熱
戦
の
す
え
、
A
ブ
ロ
ッ

ク
は
成
沢
チ
ー
ム
が
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
千
代
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
に
か

が
や
き
ま
し
た
。

優
勝
は
ア
イ
ア
ン
ズ
と

樋
春
B
チ
ー
ム

　
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
四
月
二

十
四
日
、
二
十
九
日
の
両
日
好
天
に
恵

ま
れ
、
特
に
今
大
会
に
は
県
協
会
の
土

屋
義
彦
会
長
を
は
じ
め
、
来
賓
多
数
を

迎
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
優
勝
ア

イ
ア
ン
ズ
。
準
優
勝
野
原
親
睦
会
。
B

ブ
ロ
ッ
ク
（
年
齢
制
限
あ
り
）
で
は
優

勝
樋
春
B
。
準
優
勝
原
谷
ク
ラ
ブ
と
な

り
ま
し
た
。
．

26チームが熱戦を展開

Bブロック
優勝・樋春B

　Aブロック
優勝・アイアンズ
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で
す
力
　
言
葉
の

由
来
か
ら
す
る
と
、

あ
く
ま
で
も
旧
暦

の
五
月
で
あ
っ
て
、

現
在
の
暦
で
は
六

月
に
当
た
り
ま
す
。

と
を
五
月
雨

　
　
さ
つ
き

　
「
五
月
晴
れ
の
空
に
コ
イ
の
ぼ
り

が
泳
い
怨
…
…
。
」

　
五
月
五
日
・
「
こ
ど
も
の
日
」
の

新
聞
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
言
葉
で
、

一
見
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
が
実
林
、
本
来
の
意
味
か
ら
す
れ

ば
、
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
表
現
な

の
で
す
。

　
五
月
晴
れ
と
い
う
の
は
、
文
字
ど

お
り
五
月
の
晴
天
に
は
違
い
な
い
の

　
　
“
、
　
、

　
も
っ
と
も
、
広
辞
苑
に
も
、
五
月
．

晴
れ
に
つ
い
て
①
き
み
だ
れ
の
晴
間
一

②
五
月
の
空
の
晴
れ
わ
た
る
こ
と
、

と
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
う
言
葉
の
変
“

化
は
定
着
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
・

　
と
も
あ
れ
「
晴
れ
」
の
定
義
は
、

空
を
十
等
分
し
、
空
に
広
が
る
雲
の
．

量
が
二
〇
％
以
下
が
快
晴
、
三
〇
ー
一

八
O
％
が
晴
れ
で
す
。
そ
れ
以
上
は
・

曇
り
で
す
。
も
っ
と
も
空
全
体
が
見

渡
せ
な
い
都
会
の
過
密
地
帯
で
は
、

ち
ょ
つ
と
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
…
…
。
■

　
理
屈
は
さ
て
お
き
、
五
月
の
晴
れ
・

た
日
は
さ
わ
や
か
で
す
。
五
月
二
十
一

　
　
　
　
　
　
　
二
日
に
は
、
石
川
、

五
月
晴
れ

　
　
六
月
と
い
え
ば
梅
雨
。
梅
雨
の
こ

　
　
　
　
　
　
（
さ
み
だ
れ
）
と
い
う

　
の
も
旧
暦
か
ら
き
て
お
り
、
し
と
し

　
と
降
り
続
く
五
月
雨
、
そ
の
合
間
の

　
晴
れ
た
天
気
を
五
月
晴
れ
と
言
っ
た

　
の
で
す
。

　
　
し
か
し
、
最
近
は
、
五
月
雨
の
ほ

　
五
月
晴
れ
は
、
新
暦
五
月
の
青
空
を

　
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
き

ゐ

嘱
う
だ
け
が
梅
雨
の
意
味
に
使
わ
れ
、

県
の
県
民
の
森

（
津
幡
町
）
で
第
三
一

十
四
回
全
国
植
樹
一
㎜

祭
が
行
わ
れ
る
ほ
．

か
、
各
地
で
緑
の
週
間
な
ど
さ
ま
ざ
“

’
ま
な
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

晴
れ
た
口
に
は
戸
外
に
出
て
緑
に
親
｛

し
み
た
い
も
の
で
す
。

懸、

　
　
　
　
　
ヨ
　
ヨ
　
　
　
　
ヱ
ド

　
　
　
　
、
鱗
聯



）

i　この現況届を出しませんと6月
，分からの手当が受けられなくなり

i議簿灘馨翻鶉
i証明（57年分）を添付してくださ
iい。現況届の用紙は役場から送付

、）：

します。

■提出期限一
口提出場所・・

・6月20日
一役場住民課

i　区分の卒業見込者は昭和59年4　i
i　月1日）　　　　　　i

麗盤嚢盤覇i
i■採用予定人員　約160名　　　　　i

i■受験申込受付期間　　　　　　　i

）
1
）

　5月は、国民年金の障害年金、
母子年金、準母子年金、遺児年金
寡婦年金を受けている方が「現況
届」を提出する時期です。ζ1の用紙
は、お住まいの社会保険事務所か、

市町村役場から送られてきます。
　もし提出しなかったり、遅れた
りすると、年金の支給が止まった
り、遅れたりすることがあります
から、必ず期日までに正しくご記
入の上、返送してください。

■採用予定人員

　男子警察官（A、B）約70人
■受験資格

　A……昭和31年4月2日一昭和
　　　37年4月1日に生れた男
　　　子で大学卒業及び卒業見
　　　込みの者。
　B……昭和31年4月2日～昭和
　　　4σ年4月1日に生れた男
　　　子で、A以外の者。
口受付期間

　5月31日㈹～6月7日㈹　　　　：
　受験申込書は消防庁人事部人事　i
．課及び都内各消防署にあります。：

■試験日時及び場所　　　　　　　i
☆第1次……6月18日㈹消防庁　i
　消防学校及び消防技術試験講　i
　習場　　　　　　　　　　i
☆第2次　　　　　　　　　i
　　（身体及び体力検査）7月11　i
　日（月）、12日㈹、消防庁消防学　i

　校　　　　　　　　　　　 ：
　　（口述試験）7月13日㈱、14　i
　日㈲消防庁本部庁舎
■対象
　昭和29年4月2日～昭和40年
　4月1日までに生まれた男子で
　大学、短大、高校を卒業した者
　（昭和59年3月卒業見込者は不
　可）

■採用予定日　昭和58年10月以降
■問合せ先
　東京消防庁人事部人事課採用
　係、千代田区大手町1－3－5
智03－212－2111（内線4435）

愛鳥週間にちなみ、埼玉県では
野鳥の生態写真を募集します・
■題 材県内に生息する野鳥
■応募資格　県内在住者
■作品規格　白黒は四つ切り、カ

　ラーは六っ切り。未発表のもの
　に限る。鳥名、撮影日時、場所
住所、氏名等明記。合成写真、
組写真不可。

■締切日

　昭和58年6月30日（当日消印
　有効）

■発　　表　7月下旬本人に通知
■送付先・問合せ

　埼玉県環境部自然保護課
　智0488－24－2111（代）
※作品は返却しません。

演
－

■

2
3
4

　目

弁天娘女男白浪　一幕

　浜松屋見世先の場
お目見得口上　一幕
里予山奇村』　一幕

茶壷　長唄噺子連中
■主な出演
　中村　芝翫　中村吉右衛門
　澤村田之助　市川左団次
　板東彦三郎　中村勘九郎
■会　　場　埼玉県熊谷会館
■と　　き
　7月17日（日）昼の部11時30分開演

　　　　夜の部4時30分開演
■入場料
　特等席4，000円、一等席3，500
　円、二等席2，000円、
■問合せ
　熊谷会館　智0485－23－2535

　
最
近
、
一
部
の
地
域
で
「
免
許
が
な

く
て
も
酒
が
売
れ
る
」
等
の
内
容
の
チ

ラ
シ
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
酒
類

を
販
売
す
る
に
は
酒
税
法
の
規
定
に
基

づ
く
酒
類
販
売
業
免
許
が
必
要
で
す
。

　
酒
類
販
売
業
免
許
を
受
け
な
い
で
、

酒
類
を
販
売
し
ま
す
と
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
、
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

ば
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
税
に
関
す
る
ご
意
見
は

　
　
　
　
国
税
モ
ニ
タ
ー
へ

　
税
金
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
等

を
お
持
ち
の
方
は
国
税
モ
ニ
タ
ー
ヘ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を
、
．
今
後

の
税
務
行
政
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
熊
谷
税
務
署
の
国
税
モ
ニ
タ
ー
は
次

の
方
々
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
豊
田
登
茂
子
　
寄
居
町

　
白
根
　
藤
吉
　
熊
谷
市

　
新
　
精
一
深
谷
市

　
宇
田
川
孝
子
　
妻
沼
町

免
許
が
必
要

お
酒
の
販
売
に
は
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水は貴重な資源

6月1日～7日

水道週間

　
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
全
国
一

斉
に
第
二
十
五
回
水
道
週
冊
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生

活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
の
一
つ

会員募集中

　
　
　
○
令

で
あ
る
水
道
も
、
近
頃
、
水
源
確
保
や

経
営
の
健
全
化
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
っ
て
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
水
道
に
つ
い
て
の
理

解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境

の
改
善
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
水
道
事
業

の
発
展
の
た
め
に
な
お
一
層
の
み
な
さ

ま
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る

よ
う
、
こ
の
水
道
週
間
は
実
施
さ
れ
ま

す
。　
こ
の
週
間
を
契
機
と
し
て
、
本
村
で

は
特
に
次
の
三
点
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。一
、
大
切
な
水
を
上
図
に
使
い
ま
し
ょ

　
　
う
。

二
、
水
も
れ
を
発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く

　
　
だ
さ
い
。
　
（
役
場
・
内
線
3
2
）

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
熊
谷
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
で
は
、
た

だ
い
ま
会
員
募
集
中
で
す
。
あ
な
た
も

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
洋
弓
）
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
、
初
心
者
大
歓
迎
〃

▼
連
絡
先

　
熊
谷
市
拾
六
間
八
四
五
－
四
三
熊
谷

市
ア
ー
チ
ェ
リ
i
協
会
、
佐
藤
良
一
ま

で
。
智
三
二
－
七
七
〇
三

▼
練
習
場

熊
谷
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
体
育
館
）

三
、
水
道
工
事
は
村
内
指
定
工
事
店
で
。

　
江
南
村
の
指
定
工
事
店
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

▼
練
習
日

　
毎
週
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
ー

九
時

歯
を
大
切
に

　
6
月
4
日
ー
1
0
日

　
　
　
　
歯
の
衛
生
週
間

聴蟹

（

「／へ．

【
江
南
中
】

校
長
　
斉
藤
　
常
治
　
久
下
小
校
長
へ

教
諭
　
服
部
　
喜
昭

妻
沼
町
教
育
委

　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
へ

〃
　
富
田
沙
知
子
　
川
本
中
へ

〃
　
堀
　
実
　
　
r
「
ー
大
里
中
へ

〃
　
吉
野
　
可
彦
　
大
幡
中
へ

〃
　
飯
島
　
慎
吾
　
初
雁
高
へ

栄
養
婦
郵
，
好
枝
r
江
南
北
機
へ

事
務
嘱
託
　
野
辺
　
正
之
　
退
職

校
長
　
嶋
野
｝
義
替
県
教
育
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
部
長
よ
り

教
諭

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃事
務
嘱
託

【
江
南
南
小
】

教
諭
事
務
教
諭

〃
　
〃〃〃

　
〃〃

　
〃

関
根
昇
一
郎
川
本
中
よ
り

森
野
　
清
次
　
熊
谷
東
中
よ
り

高
田
　
節
子
　
川
本
中
よ
り

坪
井
　
常
紀
　
大
原
中
よ
り

山
本
　
哲
郎
　
新
採
用

　
　
原
口
　
栄
一
．
新
採
用

鳥持金中飯増大橋関橋
塚田子島島田島本口本
映初正一修京正松徳和
子江信　　子己枝重子

退
職
退
職
江
南
北
小
へ

川
本
南
小
へ

川
本
北
小
へ

成
田
小
へ

川
本
南
小
よ
り

花
園
小
よ
り

成
田
小
よ
り

熊
谷
養
護
学
校

〃
　
岡
田
　
実

事
務
　
原
口
　
一
明

【
江
南
北
小
】

教
頭
上
原

教
諭
三
沢

な幸
代一

よ
り
新
採
用

吉
田
町
吉
田
小

よ
り

〃
　
鎌
塚
　
一
夫

〃
　
松
本
春
美

〃
　
鈴
木
常
雄

〃
　
萩
原
宏
治

養
護
教
諭
　
大
久
保
育
江

教
頭
　
中
島
武
平

教
諭
　
橋
本
松
枝

〃
　
宇
治
川
彰
一

〃
　
秋
山
和
子

〃
　
小
林
幹
雄

〃
　
小
畑
　
美
恵

〃
　
真
下
淑
子

〃
　
常
木
　
弘
美

栄
養
婦
柴
　
好
枝

養
護
教
諭
　
尾
島
　
君
子

【
教
委
】

三
尻
小
教
頭
へ

東
松
山
青
年
の

家
へ
市
田
小
へ

川
本
北
小
へ

奈
良
小
へ

花
園
小
へ

　
　
退
職

市
田
小
よ
り

江
南
南
小
よ
り

市
田
小
よ
り

川
本
北
小
よ
り

大
麻
生
小
よ
り

霞
ケ
関
小
よ
り

新
採
用

新
採
用

江
南
中
よ
り

　
　
臨
時
任
用

派
遣
社
会
教
育
主
事
　
横
山
舜
一
　
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
西
中
よ
り

【
各
字
区
長
】
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

下
押
切
　
持
田
包
雄
（
大
島
孝
之
）

樋
春
北
　
小
島
芳
房
（
茂
木
宗
一
）

御
正
新
田
　
根
岸
義
一
（
松
本
芳
房
）

　
塩
　
　
千
野
恒
信
バ
萩
原
富
吉
）

千
　
代
　
湯
本
光
雄
（
上
杉
茂
三
郎
）
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県議会議員選挙

結果報告

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
県
議
会
議
員

選
挙
は
、
四
月
十
日
午
前
七
時
か
ら
六

時
ま
で
投
票
、
即
日
午
後
七
時
三
十
分

開
票
と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
（
昭
和
五
十
四
年
）
は
無
投
票

だ
っ
た
た
め
、
投
票
率
の
伸
び
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
結
果
は
、
男
・
五
八

・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
・
五
七
・
七
四

パ
ー
セ
ン
ト
、
村
平
均
五
八
・
三
三
．
八

ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
前
々
回
（
昭
和
五

十
年
）
の
男
六
一
・
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

女
五
五
・
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
村
平
均

五
八
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
ほ
ぼ
同

程
度
に
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
総
数
は
三
千
八
百
八
十
二
票
、

う
ち
、
有
効
投
票
三
千
八
百
二
十
一
票

無
効
投
票
六
十
一
票
で
し
た
。
各
候
補

者
の
得
票
数
及
び
投
票
区
別
投
票
率
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
選
挙
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県議選開票結果・投票区別投票率

大森たっや 日　本共産党 244票
笠原正三

自　由
民主党 2，564票

稲山　登 無所属 1，013票

第1投票区 61．88，％

第2投票区 62．59％

第3投票区 61．55％

第4投票区 58．87％

第5投票区 47．58％

村　平　均 58．33％

）

，
一
）

　
　
　
投
票
立
合
人
を

　
　
　
　
　
　
経
験
し
て

　
御
正
新
田
　
橋
本
す
み
子

　
橋
本
さ
ん
は
今
年
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
二
月
二
十

日
の
村
議
会
議
員
選
挙
で
は
投
票
立

合
人
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
感
想
を
書
い
て
い
た
だ

い
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
は
第
一
会
場
で
立
合
人

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
選
挙
で
立
合
人
が

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
た
だ
選
挙

を
す
る
と
い
っ
た
側
か
ら
で

は
な
く
、
選
挙
を
見
守
る
側

か
ら
選
挙
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
か
ら
で
す
。
選
挙
事

務
の
方
々
の
一
、
日
中
座
っ
て

い
る
っ
ら
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

夏
な
ら
夏
の
、
冬
な
ら
冬
の

苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
日
中
座
っ
て
い
る
と
、
様
々
な

光
景
に
出
会
い
ま
す
。
例
え
ば
、
二

十
歳
の
娘
・
息
子
に
小
声
で
手
順
を

教
え
て
い
る
親
の
姿
、
娘
や
息
子
が

足
や
目
の
不
自
由
な
老
人
の
手
を
引

い
て
来
る
姿
、
代
理
投
票
を
務
め
る

選
挙
事
務
の
方
々
の
姿
な
ど
、
ど
れ

を
見
て
も
こ
ち
ら
ま
で
う
れ
し
く
な

　
　
　
る
思
い
で
し
た
。

選挙に対する見方を

変えてくれた貴重な1日

橋本すみ子さん

れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

重
み
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
立
合
人
と
し
て
選
挙
風
景
を
見
せ
て

い
た
だ
い
て
、
選
挙
に
対
す
る
関
心
も

高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
持
つ

一
票
に
責
任
と
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
立
合
人
を
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
若
い
人
た
ち
、
特
に

二
十
代
半
ば
の
人
の
少
な
い

こ
と
で
す
。
車
イ
ス
の
人
や

一
人
で
は
歩
け
ず
、
家
の
人

に
背
負
わ
れ
て
投
票
す
る
人

も
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
選
挙
に
対
し

て
も
う
少
し
積
極
的
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
た
か
が
一
票
で
も
立
候
補

者
に
と
っ
，
て
は
明
暗
を
決
め

・
る
大
切
な
一
票
な
の
で
す
。

そ
の
大
切
な
一
票
を
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
「
一
票
の

一
）

）

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　
謡
撫
〕

成
沢
　
大
木
章
裕
　
長
男
（
章
　
吉
）

三
本
　
安
達
直
敬
　
長
男
（
晃
　
二
）

　
　
　
寺
山
　
斉
　
長
男
（
由
　
治
）

押
切　
福
島
美
代
子
　
長
女
（
繁
V

　
松
本
真
由
美
　
　
二
女
（
　
博
　
）

御
正
新
田

　
大
田
　
干
明
　
　
二
女
（
正
　
勝
）

　
橋
本
　
大
輔
　
　
長
男
（
敏
　
男
）

樋
春
鈴
木
　
政
道

　
小
島
由
起
子

桑
島
直
樹

野
原
近
藤
春
菜

　
　
　
島
村
直
貴

小
江
川
野
内
浩
之

板
井
坂
田
昌
治

　
　
　
斉
藤
佑
介

千
代
矢
島
由
貴
江

古
澤
裕
子

塩
中
村
　
麻
利

長
男
（
F
明
　
）

長
女
（
増
男
）

二
男
（
千
代
子
）

二
女
（
壽
　
彦
）

長
男
（
信
男
）

　
三
男
（
久
男
）

二
男
（
剛
之
）

長
男
（
知
　
）

二
女
（
信
　
夫
）

長
女
（
信
廣
）

二
女
（
雅
　
夫
）

　
立
合
人
を
経
験
し
た
事
は
、
私
に

と
っ
て
選
挙
と
い
う
も
の
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
た
、
ま
た
選
挙
に
対
す
る

見
方
を
変
え
て
く
れ
た
貴
重
な
一
日

で
し
た
。




